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『改版社会問題管見』序文
山 之 内 靖
以 卜に紹介するものは,いったん印刷に.まで廻されながら遂に日の目を見る
ことなく終 った 『改版社会問題管見』の ｢序文｣であるoこの ｢まほろし｣の




















































とは.著者 自ら能 く意識する所であるが,しか し斯かる影響の波動は,独 り書
斎裡に於ける-学窮に及んだのみではなくて,広 く社会各階級の全敗に及んだ
やうである｡只今か ら大正五年の秋を顧みると,殆 ど隔世の感がないでもない｡
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が,その最終篇 となったoなは之に引続 く著者の思想は,殆 ど総て 『社会問題
研究』にぶち込んであり,今後も其れにぶち込む摂 りであるから,現在に於け
る彼の立場は,改めて茨に述ぶることを略する｡若 し夫れ,そU)現在の立場よ
りしたる旧著の 『発売禁止』 と 『抹殺』とが,′果して如何なる程度まで,他の
其れ其れの立場にゐる人達の気に入るか,- 又は全 く気に入らぬかは,-
著者の敢て閑せざる所であり,又関し能はざる所である｡
大正九年三月初三
河 上 肇
